別添様式１
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地域の輪を　つながりを
沖縄県・与那原町立与那原中学校・２年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎま),儀間)　そよEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(は),葉)
　「昨日さ、夜に先輩たちとお酒飲んで、バレんように学校に忍び込んだってば～」
　これが、中学一年生のときの前の席の女子が一年ぶりに私と話した最初のこと。
　彼女は最初の方は登校していたが、だんだんと遅刻・欠席が増えていき、学年末の方は姿を見せなくなった。定期テストも受けないし、授業中も居眠り。提出物なんて出すはずもなく、自慢げに皆に見せていた一学期の成績表には「１」が並んでいた。身なり検査では必ずひっかかり、たばこを持っているのをみつかったり、先生への口応えで呼び出されることもしょっちゅうだった。私は少しずつ、彼女は非行に手を染めて、感覚が麻痺してきていることを理解していった。しかし、彼女の性格はいいままで、楽しくしゃべっているとき思い出すのは小学生の頃のことだった。
　彼女と私は、小学五年生のとき、クラスメイトだった。ある日の放課後に、二人で教室に遅くまで残り、その週中に仕上げなければいけない読書感想画に取り組んでいた。彼女は、頭が良く、社交的で誰とでも楽しく話し先生からも好かれていた。なので、中学生になってあの話を聞いたとき受けたショックは大きく、彼女は別人になってしまったのかとさえ思った。
　そもそも、なぜ「非行」をするのか。彼女も、自分がしていることは正しくないということは知っているのに。私は彼女の話を聞いていて知ったことがいくつかある。
　一つ目は、非行をするときはほぼ必ず仲間がいて、そこには「先輩」という存在があることだ。もう成人した非行仲間の先輩がときどき顔をみせてはお酒やたばこをお土産にしていたり、深夜はいかいしているときに巡査にみつかりそうになったら先輩として仲間をかくまったりするそうだ。そしてなにより、その存在があると安心するのだろう。「学校に行かなくても大丈夫」「未成年だけど飲酒、喫煙したってバレない」と思ってしまう。
　二つ目は、夜中になると、未成年でもお酒やたばこを買える店が結構あるということだ。お金を払えば、未成年の飲酒喫煙を止めない大人がいる。手軽にお酒やたばこを買えるので、自分でもいつのまにか止められなくなっているのだ。
　このことから、私は、きっかけさえあれば誰でもすぐに非行に手を染められると考えた。なにしろ、環境がきれいに整っているのだ。仲間との楽しい遊び、気軽な娯楽がエスカレートしているだけのこと。そして、正しい道にもどしてくれる大人と出会えないでいるだけのこと。だから、これは地域に延々と続く、負の連鎖なのだ。この連鎖を断ち切るには、地域ぐるみで、全員の問題として捉えていかなければならないと感じる。
　私は、非行のない地域社会づくりに必要なのは二つだけだと思う。一つは、非行をする子どもたちを見捨てず、導いてくれる大人たちの存在。もう一つは、私達の、友達がしているからといって流されず、はっきり断る力。しかし、実際はとても難しい。そこで大切なのが、地域の力だと思っている。大人に自分の存在に気づいてほしくてわざと非行をする人もいる。「地域の子どもは地域で育てる。」今以上に地域の結びつきを深め、子どもと真剣に向き合い声をかけてくれる、そんな大人がいる地域になれば、非行だって犯罪だって減ると思っている。
　もし彼女が非行から足を洗い、学校に来れたら、もしくはどこかで会えたら。そのときは、また、彼女のおもしろい話をいっぱい聞きたい。
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